











































































質　問　内　容 1 2 3 4




5　ストレスに対して強い人間になるための方法について 7．9 17．9 38．5 35．6
6　ストレスを感じやすし牲絡について 9．1 22．4 42．6 25．9
7　怒りを感じた時の，怒りをおさえる方法にっいて 5．9 24．7 41．282
8　不安な気持ちになった時や緊張した時のリラックスのしかたに
@　ついて




10心の病気の箔し方について 7．6 20．9 45．3 26．2
ストレスマネジメント教育に対するニーズとメンタルヘ
ルスとの関連
　ストレスマネジメント教育のニーズに関する質問の得点
に基づいて、分析対象者を高ニーズ群（N＝254）と低ニー
ズ群（N＝86）とに分類した。
　ストレッサーの経験頻度の得点については、「友人関
係場面」と「学業」場面の両方において、高ニーズ群の
方が有意に高かった。
　また、コーピングについては、友人関係と学業の両ス
トレス場面において、高ニーズ群の方が「努力」「被支
持」「気晴らし」の得点が有意に高かった。
　ストレス反応については、全ての下位尺度において、
高ニーズ群の得点が有意に高かった。
　以上の結果から、ストレスマネジメント教育に関して
高いニーズを持っている高校生は、ニーズが低い高校生
よりも、ストレッサーの経験頻度が高く、「努力」「被支
持」「気晴らし」のコーピングを多く用いているものの、
ストレス反応が高いことが示された。すなわち、ストレ
スに苦しんでいる高校生は、さまざまなコーピングを用
いているものの、容易にはストレスを軽減することがで
きずに、より効果的なストレスマネジメント法を求めて
